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（
麓
武
家
屋
敷
群「
竹
添
邸
」に
て
22
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
　
11
月
29
日
撮
影
）

｢

い
に
し
え
の
町
並
み
を
散
策
」

主な内容

世 帯 数 ２万 4,964 （＋ 55）
人　 口 ５万 5,025 （＋ 63）
男 ２万 5,795 （＋ 28）
女 ２万 9,230 （＋ 35）

出　 生 41
死　 亡 52
転　 入 126
転　 出 49



　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
政
の
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
皆
さ

ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
県
内
に
お
け
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

第
30
回
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
和
太

鼓
、
俳
句
、
日
本
舞
踊
の
祭
典
が
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
念
願
で
あ
る
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
全
線
開
通
に
向
け
、
本
市
で
初
め
て
の
自
動

車
専
用
道
路
と
な
る
野
田
Ｉ
Ｃ
が
昨
年
12
月
19
日
に

開
通
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
高
尾
野
Ｉ
Ｃ
（
仮

称
）
が
来
年
度
、
出
水
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
が
平
成
29
年

度
供
用
開
始
の
予
定
で
あ
り
、
さ
ら
に
北
薩
横
断
道

路
に
つ
い
て
も
平
成
29
年
度
に
中
屋
敷
・
き
ら
ら
間
、

平
成
30
年
度
に
き
ら
ら
・
泊
野
間
の
供
用
開
始
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
広
域
的
な
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
重

要
な
路
線
の
整
備
は
順
調
に
進
展
し
て

お
り
ま
し
て
、
整
備
が
進
む
こ
と
に
よ

り
企
業
立
地
や
流
通
の
拡
大
等
に
よ
る

沿
線
で
の
地
域
経
済
の
活
性
化
が
大
い

に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
着
工
い
た
し
ま
し
た
新
庁
舎
の

建
設
は
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
工
事
が
進
ん

で
お
り
ま
し
て
、
庁
舎
部
分
に
つ
い
て

は
、
本
年
９
月
ご
ろ
完
成
予
定
で
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
我
が
国
の
状
況
を
見

ま
す
と
、
経
済
政
策
等
の
継
続
的
な
推

進
に
よ
り
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生

に
向
け
た
前
進
が
見
ら
れ
、
景
気
回
復

が
雇
用
の
増
加
や
賃
金
上
昇
に
つ
な
が

り
、
消
費
や
投
資
の
増
加
に
結
び
付
く

経
済
の
好
循
環
が
生
じ
つ
つ
あ
り
、
景

気
は
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
海
外
に
お
い
て
は
中
国
経
済
の

成
長
率
鈍
化
や
欧
州
経
済
の
低
迷
な
ど

不
安
要
素
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

金
融
資
本
・
商
品
市
場
に
お
い
て
動
向

等
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
最
重
要
課
題
で
も
あ
る

人
口
減
少
問
題
は
、
一
刻
の
猶
予
も
な

い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
地
方
に

お
け
る
深
刻
な
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
地
方
の
活
力
を
再
生
さ
せ
る
た

め
、
現
在
、
全
国
の
地
方
自
治
体
が
一

斉
に
「
地
方
創
生
」
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
年
度
中

に
策
定
す
る
「
出
水
市
版
総
合
戦
略
」

を
基
に
、
新
た
な
「
し
ご
と
」
を
創
る

た
め
の
企
業
誘
致
や
創
業
・
事
業
支
援
、

既
存
の
産
業
を
守
り
育
て
る
た
め
の
支

援
、
結
婚
や
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
望

む
人
が
希
望
を
か
な
え
、
安
心
し
て
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
す
る
た
め
の
支
援
、

人
々
を
呼
び
込
み
活
気
と
に
ぎ
わ
い
を

つ
く
る
た
め
の
施
策
な
ど
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

こ
れ
ま
で
先
行
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
「
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
」、「
小
規
模
校
の
集
合
学
習
」
や
本

市
の
未
来
を
築
く
子
ど
も
た
ち
の
夢
や

希
望
を
育
む
「
夢
の
教
室
」
等
の
事
業

も
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
本
年
３
月
に
市
制
施
行
10

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年
に

旧
出
水
市
、
旧
高
尾
野
町
、
旧
野
田
町

の
歴
史
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
「
人

と
自
然
が
融
和
し
た
に
ぎ
わ
い
あ
る
元

気
都
市
出
水
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
、

さ
ら
な
る
市
政
発
展
を
図
っ
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
皆
さ
ま
の
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
し
ま
す
。

新年

出水市長　渋谷俊彦

市
制
10
周
年
の節

目
を
迎
え
て
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皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
新
市
に
な
っ
て
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。
私

ど
も
24
人
の
議
員
が
切
磋
琢
磨
し
、
皆
さ
ま
と
と
も

に
手
を
携
え
て
、
新
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
を
目
指

し
、
希
望
に
満
ち
た
元
気
都
市
を
実
現
す
る
た
め
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
、
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
も
申
し
ま
し
た
が
、
透
明
性
を
高
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
身
近
で
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
標

に
、
議
会
報
告
会
等
で
、
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
幅
広

く
取
り
入
れ
た
議
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
わ
が
国
に
お
け
る
状
況
は
、
消
費

税
引
き
上
げ
に
よ
り
、
国
民
生
活
も
厳
し
い
年
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
安
部
政
権
の
経
済
政
策
に
よ
り
、

為
替
や
株
式
市
場
の
状
況
か
ら
も
、
復
調
の
兆
し
が

見
え
ま
す
が
、
そ
の
効
果
は
、
地
方
に
ま
で
は
い
ま

だ
波
及
し
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き
厳
し
い
経
済
状
況

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
「
地
方
創

生
」
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

か
ら
の
国
の
施
策
に
期
待
し
、
本
市
が
特

徴
あ
る
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
に
目
を
転
じ
て
み
ま
す
と
、
基

幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
に
と
り
ま
し

て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
が
ど
の
よ
う
な
も

の
と
な
る
の
か
不
安
は
拭
い
き
れ
ま
せ

ん
。
自
主
財
源
確
保
が
厳
し
い
本
市
に

お
い
て
も
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
の
、
国
・
県
に
依
存
せ
ざ

る
を
得
ず
、
国
の
財
政
施
策
な
ど
に
大

き
く
左
右
さ
れ
る
財
政
構
造
の
脆ぜ
い

弱
性

は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　

地
方
の
活
性
化
に
は
、
交
通
網
の
整

備
も
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

既
に
一
部
が
開
通
し
て
い
る
南
九
州
西

回
り
自
動
車
道
は
、
本
市
に
お
い
て
も

昨
年
12
月
か
ら
野
田
Ｉ
Ｃ
の
供
用
が
開

始
さ
れ
、
今
後
、
高
尾
野
Ｉ
Ｃ
、
出
水

Ｉ
Ｃ
と
順
次
供
用
開
始
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
着
実
に
事
業
推
進

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
薩
横
断
道
路
に
お
い
て
も
、

県
内
最
長
と
な
る
（
仮
称
）
北
薩
ト
ン

ネ
ル
の
工
事
が
進
み
、
中
屋
敷
Ｉ
Ｃ
～

き
ら
ら
Ｉ
Ｃ
間
が
平
成
29
年
度
、
き
ら

ら
Ｉ
Ｃ
～
さ
つ
ま
泊
野
Ｉ
Ｃ
間
が
平
成

30
年
度
に
供
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
れ
ら
の
高
規
格
道
路
の
整
備
に

よ
り
、
人
、
モ
ノ
、
情
報
等
の
広
域
的

な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、

地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
な
ど
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
振
興
、
特
産
品
の
開

発
、
商
工
業
の
活
性
化
、
住
民
福
祉
向

上
、
住
環
境
の
整
備
、
高
齢
者
や
障
害

者
福
祉
の
充
実
な
ど
、
市
民
・
行
政
・

議
会
・
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
積
極
的
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
遠
く
離
れ
て
故
郷
を
想
い
な

が
ら
日
夜
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
「
ふ
る

さ
と
会
」
会
員
の
方
々
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
今
後
も
出
水
市
の
発
展
に
ご

指
導
と
お
力
添
え
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
ど
も
議
員
一
同
、
市
民
の
代
表
と

し
て
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自

覚
し
、
決
意
も
新
た
に
、
活
力
と
思
い

や
り
の
あ
る
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

期
待
に
応
え
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

謹賀

出水市議会議長
　道上正己

市
民
総
参
加
の

議
会
を
目
指
し
て
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10
月
31
日
、
11
月
１
日
に
開
催
さ

れ
た
和
太
鼓
の
祭
典
に
は
、
友
好
都

市
釧
路
市
か
ら
の
特
別
出
演
「
北
海

道
く
し
ろ
蝦
夷
太
鼓
保
存
会
」
を
は

じ
め
、
宮
城
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、

高
知
県
、
鳥
取
県
、
福
岡
県
、
大
分

県
、
宮
崎
県
な
ど
全
国
各
地
か
ら
参

加
し
た
15
団
体
と
、
県
内
か
ら
の
12

団
体
（
出
水
市
内
３
団
体
を
含
む
）

の
計
27
の
和
太
鼓
団
体
に
出
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
躍
動
す
る
和
太
鼓
の
響

き
に
加
え
、
迫
力
あ
る
ば
ち
さ
ば
き
、

個
性
あ
ふ
れ
る
演
出
な
ど
、
演
奏
が

終
わ
る
度
に
満
員
の
会
場
か
ら
拍
手

喝
采
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
を

飾
っ
た
「
鹿
児
島
県
太
鼓
連
合
」
の

合
同
演
奏
で
は
、
子
ど
も
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
ま
で
約
60
人
が
出
演
し
、
会
場

鹿
児
島
県
議
会
議
長
賞

み
ふ
ゆ
は
ね
つ
る
が
き
た
あ
と
う
ま
れ
た
よ

米
ノ
津
東
小
学
校
一
年　

飯
森
三
冬

出
水
市
長
賞

黒
板
の
「
君
な
ら
で
き
る
」
風
光
る

米
ノ
津
中
学
校
一
年　

岩
本
陽
斗

出
水
市
議
会
議
長
賞

や
っ
と
来
た
鶴
の
町
だ
と
言
え
る
日
が

出
水
中
学
校
二
年　
　
　
　

肱
元
翔
音

出
水
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

あ
じ
さ
い
は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
咲
い
て
未
完
成

下
水
流
小
学
校
六
年　

上
野
天
咲
桜

鹿
児
島
県
俳
人
協
会
賞

ク
レ
ヨ
ン
で
春
風
の
色
え
が
き
だ
す

高
尾
野
中
学
校
一
年　

  

南
條
由
夏

第
30
回
国
民
文
化
祭
出
水
市
実
行
委
員
会
会
長
賞

瀬
戸
清
子　
特
選

鶴
唳
の
天
地
に
ひ
び
き
国
文
祭　

松
下
啓
子 

　

鶴
の
ま
ち
俳
句
大
会
で
は
、
事
前
投
句
の
表

彰
式
や
当
日
投
句
・
表
彰
式
、
記
念
講
演
の
ほ

か
、
地
元
演
者
に
よ
る
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
多
く
の
俳
句
愛
好
家
が
集
い
、
自

然
と
歴
史
の
魅
力
に
触
れ
る
俳
句
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
市
内
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

事
前
投
句　
小
・
中
・
高
校
生
の
部

（
投
句
数
１
万
２
９
３
９
句
）

当
日
投
句
の
部
（
投
句
数
３
１
４
句
）

鶴
の
ま
ち

俳
句
大
会

　

11
月
７
日
に
吟
行
が
、

同
８
日
に
俳
句
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

和
太
鼓
の
祭
典

　

10
月
31
日
～
11
月
15
日
に
「
第
30
回

国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
」

が
県
内
43
全
て
の
市
町
村
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
市
で
は
、「
和
太
鼓
の
祭

典
」「
鶴
の
ま
ち
俳
句
大
会
」「
日
本
舞

踊
の
祭
典
」
の
３
事
業
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
か
ら
多
く
の
出
演
者
や
来

場
者
が
訪
れ
、
文
化
交
流
の
み
な
ら
ず
、

お
も
て
な
し
を
通
し
て
、
人
と
人
と
の

交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

全
体
が
一
体
と
な
る
感
動
的
な

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
な
り
ま
し
た
。

 

 

 

 

稲畑 汀子氏の講演

4広報いずみ2016（平成28年）１月



 

 

 

 

　

11
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
舞
踊

の
祭
典
」
に
は
、
地
元
鹿
児
島
県
を
含
め

全
国
か
ら
16
団
体
・
65
人
の
日
本
舞
踊
家

に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
舞
踊
の
祭
典

や
豪
華
な
セ
ッ
ト
、
地じ
か
た方
に
よ
る
生
演
奏
な
ど
素

晴
ら
し
い
舞
台
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

披
露
い
た
だ
い
た
演
目
に
は
古
典
の
名
作
か
ら

各
地
の
特
色
あ
る
創
作
舞
踊
ま
で
、
日
本
舞
踊
の

素
晴
ら
し
さ
が
披
露
さ
れ
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
華
麗
で
優
雅
な
ひ
と
時
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
同
演
舞
に
よ
る
お
も
て
な
し
と
し
て

（
公
社
）
日
本
舞
踊
協
会
鹿
児
島
県
支
部
に
よ
る

「
鶴
亀
」
と
出
水
市
文
化
協
会
日
本
舞
踊
部
に
よ

る
「
桜
絵
巻
」
が
披
露
さ
れ
、
満
員
の
会
場
は
大

き
な
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
日
本
舞
踊
家
の
踊
り

お
も
て
な
し

　

本
市
会
場
の
来
場
者
数
は
、
和
太
鼓
の
祭

典
３
２
５
０
人
、
鶴
の
ま
ち
俳
句
大
会

５
８
８
人
、
日
本
舞
踊
の
祭
典
１
７
３
０
人

で
合
計
５
５
６
８
人
で
し
た
。
出
演
者
・
ス

タ
ッ
フ
等
の
合
計
１
８
７
４
人
を
加
え
る
と

総
計
７
４
４
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
期
間
中
、
各
種
団
体
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
全
員

が
「
あ
い
さ
つ
か
ら
は
じ
ま
る
お

も
て
な
し
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

市
内
各
所
で
心
温
ま
る
お
も
て
な

し
で
お
迎
え
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
国
民

文
化
祭
を
閉
幕
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

第
30
回
国
民
文
化
祭
出
水
市
実

　

行
委
員
会
事
務
局
（
市
中
央
公

　

民
館
内
）（
☎
�
２
２
０
４
）

無料送迎シャトルバス呈茶（ていちゃ）の様子

さつま汁が提供され大人気

プレミアム付き商品券販売

特産品販売も大盛況
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最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

『
環
境
　
　
　
　
・
環
境
　
　
　
』
作
品
展

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
作
品

【
環
境
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
】

出水小学校５年
永岡　孝望

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

江内中学校１年
宇藤　救

　

市
で
は
「
環
境
ポ
ス
タ
ー
・

環
境
標
語
」
の
作
品
を
募
集
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、市
内
の
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ

ん
に
、
環
境
保
全
や
環
境
美
化

に
対
す
る
意
識
を
養
っ
て
も
ら

お
う
と
開
催
し
た
も
の
で
、
多

く
の
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

環
境
ポ
ス
タ
ー
は
、
小
学
生

の
部
に
10
校
か
ら
78
点
、
中
学

生
の
部
に
は
６
校
か
ら
３
２
３

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
標
語
は
、
小
学
生
の
部

に
６
校
か
ら
１
６
８
点
、
中
学

生
の
部
に
は
２
校
か
ら
96
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
ポ
ス

タ
ー
の
部
で
は
、
最
優
秀
賞
２

点
と
優
秀
賞
８
点
が
、
標
語
の

部
で
は
、
最
優
秀
賞
２
点
と
優

秀
賞
８
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
11

月
21
日
開
催
さ
れ
た
「
大
産
業

祭
」
会
場
で
の
表
彰
式
で
、
賞

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

荘小学校５年
濵邊　爽佑

大川内小学校６年
切通　寧々

出水小学校２年
上戸　桜華

野田中学校３年
前原　あゆみ

野田中学校３年
藏園　菜巳

米ノ津中学校２年
中野　里咲

出水小学校１年
新留　慧士朗

米ノ津中学校２年
園畠　淳
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賞状を手にする受賞者の皆さん

ご
み
た
い
ひ

　

お
い
し
い
や
さ
い　

つ
く
る
ま
ほ
う

 　
　

西
出
水
小
学
校
二
年　

岩
﨑　

滉
和

リ
サ
イ
ク
ル

　

地
球
へ
小
さ
な　

お
手
伝
い　

 　
　

米
ノ
津
中
学
校
二
年　

中
原　

颯
吾

分
別
し

　

い
ろ
ん
な
物
へ　

再
利
用

 　
　
　
　

荘
小
学
校
四
年　

揚
松　

海
遥

ご
み
拾
い

　

町
も
心
も　

美
し
く

米
ノ
津
中
学
校
二
年　

立
花　

百
蘭

ご
み
す
て
な
い

　

リ
サ
イ
ク
ル
す
る　

エ
コ
な
町

　

 　
　
　

荘
小
学
校
五
年　

山
平　

瑞
希

す
て
な
い
で

　

生
ま
れ
か
わ
る
と　

使
え
る
よ

 　
　
　

江
内
小
学
校
四
年　

山
田　

優
純

優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

ち
ょ
っ
と
待
て　

　

ゴ
ミ
に
す
て
ず
に　

リ
サ
イ
ク
ル

　
　

地
球
も
よ
ろ
こ
ぶ　

エ
コ
活
動

　
　

出
水
小
学
校
四
年　

永
山　

智
康

【
環
境
標
語
作
品
展
】

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

考
え
よ
う

　

Ｒ
で
広
が
る　

き
れ
い
な
地
球

　
　
　
　

荘
中
学
校
三
年　

杉
川　

蘭

ゴ
ミ
の
山

　

未
来
の
た
め
に　

自
然
の
山
へ

荘
中
学
校
三
年　

住
吉　

姫
菜
子

地
球
が
持
つ
感
情

　

そ
れ
は
み
ん
な　

私
た
ち
次
第

荘
中
学
校
三
年　

時
吉　

瞳
美

新
庁
舎
建
設
進
捗
状
況

　

昨
年
４
月
に
本
格
的
に
着
工
し
た
新
庁

舎
建
設
工
事
は
、
地
盤
改
良
や
免
震
装
置

の
設
置
な
ど
基
礎
部
分
の
工
事
が
終
了
し
、

地
上
部
分
の
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
１
階
躯
体
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
地
上
約
23
㍍
の
５
階
機

械
室
ま
で
建
ち
上
げ
て
い
き
ま
す
。
工
事

を
安
全
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
、

大
き
な
建
築
資
材
や
建
具
な
ど
の
運
搬
用

に
長
さ
約
６
㍍
、
重
さ
８
０
０
キ
ロ
㌘
ま

で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ロ
ン
グ
ス
パ
ン
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
随
時
、
工
事
の
進
捗
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▷
写
真
右
下
の
機
械
が

　

ロ
ン
グ
ス
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

2016年度    2017年度

1 2 3 4 5 6 7

2015年度

11 12 1 2 3 4105 6 7 8 9

引越本 庁 舎 建 設 工 事
現庁舎
解体工事

駐車場
解体工事

倉庫棟・駐車場棟建設工事 外構工事

新庁舎建設事業スケジュール
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マイナンバー通信⑩　つるのしんと
マイナちゃんによる

－個人番号カードの交付が始まります－マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

個人番号カードの申請は任意だから、申請は自由だ
よ。でも、個人番号カードにはいろいろなメリット
があるから紹介するね。

僕のところにも通知カードが届いたよ。個人番
号カードの交付申請はしないといけないの？

通知カードと個人番号カードの違いについて
通知カード 個人番号カード

様　式

〇個人番号を券面に記載
〇顔写真なし

〇個人番号を券面（裏面）に記載
〇顔写真を券面に記載

作成・交付
〇簡易書留郵便で世帯ごとに郵送
〇手数料　無料
〇再交付手数料　500 円
〇有効期限　なし

〇申請は任意
〇手数料　無料
〇再交付手数料　1,000 円
〇有効期限　10 年（未成年は５年）

利便性 〇個人番号確認書類として利用

〇個人番号確認書類として利用
〇本人確認書類として利用
〇コンビニ交付の利用（住民票、所得証明など）
〇電子証明書による電子申請等の利用　
　（ｅ－Ｔａｘ、マイナポータルなど）

推　奨 〇子どもなど本人が行政手続きを行わ
　ない方に推奨（有効期限がないため）

〇本人が行政手続きを行う方（「番号確認」、「本人確
　認」が個人番号カード１枚でできるため）
〇住民票などの証明書を取得される方
〇顔写真付きの身分証明書をお持ちでない方

マイナンバー制度に関する問い合わせ先
○コールセンター（無料）（☎ 0120 － 95 － 0178）
※平日：午前９時 30 分～午後 10 時
　土・日、祝日：午前９時 30 分～午後５時 30 分（年末年始除く）
○ホームページ　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

問い合わせ先　本庁企画課行政改革係（☎ 63 － 4037）

１月から希望者に対して個人番号カードの交付が始まります。
○個人番号カードは、通知カードと引き換えに希望者に交付されるカードです。
○個人番号カードの申請期限はありません。ただし、返信用封筒は2017年10月４日が使用期限です。
○住基カードをお持ちの方は、カードに記載されている有効期限までは利用することが可能ですが、
　個人番号カードを申請されると、住基カードは返却してもらいます。

不正な勧誘や個人情報の取得にご注意ください！
○マイナンバーの通知や利用などの手続きで、口座番号などを　
　電話などで聞くことはありません。
○不審な電話などを受けた場合は（消費者ホットライン　188）
○詐欺などの被害にあわれたら（警察相談専用電話　♯ 9110）

市民生活課の窓口業務の一部委託
　１月４日（月）から、市役所本庁市民生
活課の窓口業務の一部を民間事業者に委託
します。
　民間事業者のノウハウを有効に活用し、
住民サービスの向上を図り、今後も身近で
親しみやすい窓口づくりに努めます。
委託会社名　株式会社共立メンテナンス
主な委託業務内容　住民票等証明書発行業
　務、住民異動業務、パスポート関連事務等
問い合わせ先
　本庁市民生活課住民年金係（☎ 63 － 4038）
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出水市 交通事故危険箇所マップ №１

７

10

８

９

１

４

３

５
２

６

  

方
不
注
意
や
左
右
の
不
十

  

分
な
安
全
確
認
が
原
因
で

追
突
事
故
や
交
差
点
で
の
出
合

い
頭
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
適

度
な
緊
張
感
を
持
ち
運
転
し
ま

し
ょ
う
。
歩
行
者
や
自
転
車
利

用
者
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
夜
は
夜
光
反
射
材
を
。

 六月田上交差点
前方注意！！
追突事故多発

３

 大川内郵便局付近
スピード・居眠り注意！！
正面衝突事故発生

１

 オレンジロード
 櫓木・針原集落付近

スピード注意！！
追突・転倒事故多発

２

 米ノ津交差点
前方注意！！
追突事故多発

５ 荘交差点付近
前方注意！！
追突事故多発

７

 汐見町交差点
前方注意！！
追突事故多発

６

 きらめき
　ドーム先

左右確認！！
出会い頭
　事故多発

８ 青木原
　交差点

左右確認！！
出会い頭
　事故多発

10  上り立
　交差点

前方注意！！
横断歩行者
　との事故発生

９

眼
科
医
師
の
交
代
と

外
来
診
療
日
の
変
更

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

医
師
の
異
動
に
伴
い
本
年
１
月
か

ら
診
療
体
制
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

変
更
に
伴
い
、
眼
科
の
手
術
は

当
面
の
間
、
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

眼
科
外
来
診
療
日
時

　

月
・
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
午
後
は
、
検
査
・
再
診
の
み
と

　

な
り
ま
す
。

※
予
約
制
で
す
。
紹
介
状
持
参
の

　

場
合
で
も
、
事
前
予
約
が
必
要

　

で
す
。
急
患
に
つ
い
て
は
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
出
水
総
合
医
療

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
１
６
１
１
）

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
生
活
の
中
で

直
面
し
て
い
る
問
題
点
や
市
政
に

対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
直

接
お
聴
き
し
て
、
今
後
の
市
政
推

進
に
役
立
て
る
た
め
に
「
市
政
座

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
出
水
地
域
を
対
象

と
し
、
計
５
か
所
で
開
催
す
る
予

定
で
す
の
で
、
多
く
の
方
が
参
加

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
各
小
学
校
区
の
居
住

者
で
す
が
、
他
の
会
場
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

実
施
時
間　
午
後
７
時
～
同
９
時

実
施
日
・
場
所
等　
次
の
と
お
り

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
合
政
策
課
総
合
政
策
係

　
（
☎
�
４
１
２
５
）

市
政
座
談
会
を
開
催

し
ま
す

実施日および場所等
月　日 場　所 対　　象

１月 12 日（火） 大川内農業者トレーニングセンター 上場、大川内小学校区
１月 13 日（水） 西出水小学校クラブハウス 西出水小学校区

１月 20 日（水） 米ノ津公会堂 米ノ津、米ノ津東、切通、荘
および蕨島小学校区

１月 26 日（火） 出水市民交流センター 出水、東出水小学校区

１月 28 日（木） 中央公民館小ホール 各種団体等および
子育て（未就学児）世帯

 本町商店街付近
歩行者・自転車に注意！！
横断中の事故発生

４
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講
師
は
、
魔
女
の
宅
急
便
…
黒

猫
ジ
ジ
役
や
、
そ
れ
い
け
！
ア
ン

パ
ン
マ
ン
…
バ
タ
コ
役
な
ど
出
演

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
歌
や
語
り
を
交
え
た
、
親
子
一

　

緒
に
楽
し
め
る
講
演
会
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
教
育
委
員
会
生

　

涯
学
習
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

各
種
女
性
団
体
が
一
堂
に
集
い

「
手
を
つ
な
ぎ
、
広
げ
よ
う
女
性

の
輪
と
和
」
を
テ
ー
マ
に
、
出
水

市
女
性
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
教

育
活
動
や
執
筆
活
動
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
宝
亀
道
隆
先
生
の
講
演
会

も
あ
り
ま
す
。
一
般
の
方
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
１
月
21
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
45
分

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

内　
容

○
活
動
事
例
発
表　
各
種
団
体
等

○
講
演
会

　

講　

師　

宝
亀 

道
隆　

氏

　

演　

題　
「
母
性
の
感
化
力
」

参 

加 

料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
教
育
委
員
会
生

　

涯
学
習
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
第
32

回
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
１
月
24
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分

　
（
午
後
１
時
開
場
）

場　
所　
市
文
化
会
館

入
場
料

　

３
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

曲　
目

　

ガ
リ
バ
ー
旅
行
記 （
ア
ッ
ペ
ル

　

モ
ン
ト
）、
組
曲
「
動
物
の
謝

　

肉
祭
」（
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
）、

　

英
雄
の
証
～
モ
ン
ス
タ
ー
ハ
ン

　

タ
－

よ
り
～
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　
北
薩
シ
ン
フ
ォ

　

ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
事
務
局

　
（
☎
�
２
７
４
２　

担
当
松
尾
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　
　

　

http://hsb1.jim
do.com

/

　

Facebook

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.facebook.com

　

/hokusatsu.sb/

　

職
場
や
地
域
の
中
で
、

ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
み

や
す
い
働
き
盛
り
の
あ
な
た
と
、

あ
な
た
の
周
り
の
方
へ
。
こ
こ
ろ

の
不
調
は
、
早
め
の
気
づ
き
が
大

事
で
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
体

だ
け
で
な
く
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に

つ
い
て
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
１
月
25
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
同
３
時
30
分

　
（
午
後
１
時
30
分
受
け
付
け
）

演　

題　
「
働
き
盛
り
の
メ
ン
タ

　

ル
ヘ
ル
ス
」

講　
師　
医
療
法
人
玉
水
会
病
院

　

医
師　

長
友 

医
継
先
生

会　
場

　

市
中
央
公
民
館　

小
ホ
ー
ル

参
加
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

　

市
で
は
、
各
医
療
機
関
で
健
康

診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象

者
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方

で
す
。

特
定
健
康
診
査

※
40
～
74
歳
の
市
国
民
健
康
保
険

　

加
入
者
が
対
象

○
個
別
健
診　
２
０
１
６
年
１
月

　

31
日
ま
で
各
医
療
機
関
で
実
施

　

し
て
い
ま
す
。
※
40
～
69
歳
の

　

方
は
１
５
０
０
円
、
70
～
74
歳

　

の
方
は
７
０
０
円
の
自
己
負
担

　

が
有
り
ま
す
。

○
情
報
提
供　
定
期
的
に
医
療
機

　

関
で
治
療
中
の
方
は
、
受
診
結

　

果
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
出
水
市
す
こ
や
か
な
青
少
年

を
育
む
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

家
庭
教
育
に
関
す
る
講
演
会
や

子
ど
も
会
大
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
１
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
同
４
時
45
分

会　
場　
市
文
化
会
館
お
よ
び
中

　

央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

参
加
料　
無　

料

内　
容　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・
優

　

良
子
ど
も
会
表
彰
式
、
作
文
コ

　

ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
発
表
、

　

活
動
事
例
発
表
（
子
ど
も
会
・

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
協
）、
家
庭
教

　

育
講
演
会
、
子
ど
も
会
大
会

○
家
庭
教
育
講
演
会
（
午
後
３
時

　

15
分
～　

市
文
化
会
館
）

演　
題

　
「
心
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し

　

ま
し
ょ
う
。
笑
っ
て
泣
い
て
や

　

わ
ら
か
い
心
を
取
り
戻
し
ま
し

　

ょ
う
。」

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

こ
こ
ろ
の
健
康
、
考
え

て
み
ま
せ
ん
か

北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

バ
ン
ド
演
奏
会
開
催
♪

す
こ
や
か
な
青
少
年
を

育
む
集
い
を
開
催

市
女
性
大
会
を
開
催

講　師
佐久間 レイさん

（声優・歌手・脚本家・
エッセイスト）

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

し
っ
か
り
健
診

受
診
し
て
い
ま
す
か
？

長
寿
健
康
診
査

※
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が

　

対
象

○
２
０
１
６
年
１
月
31
日
ま
で
各

　

医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
健
康
増
進

　

課
健
康
保
険
係

　
（
☎
�
２
１
４
３
）、

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
４
０
４
１
）

春休み海外研修交流の参加者を募集
　（公財）国際青少年研修協会では、春休み期間中の海外研修交流プログラム
の参加者を募集しています。体験内容・日程・対象学年等はコースにより異な
ります。説明会が１月９日（土）に福岡市で開催されます。
内　容　ホームステイ・文化交流・学校体験・英語研修・地域見学等
派遣先　英国・豪州・カナダ・フィジー・ニュージーランド・フィリピン
日　程　３月 26 日（土）～４月５日（火）のうち９～ 11 日間
対象者　小学３年生～高校３年生　参加費　39 万８千円～ 49 万８千円
募集期限　２月１日（月）※申し込み先着順
問い合わせ先　（公財）国際青少年研修協会（☎ 03 － 6417 － 9721）
　　　　　　　E-MAIL　info@kskk.or.jp　URL　http://www.kskk.or.jp
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北
薩
法
人
会
青
年
部
会
に
よ

る
、「
早
春
の
出
水
を
歩
こ
う
！

出
水
麓
武
家
屋
敷
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
２
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

集
合
場
所　
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

　

出
水
駅
前
広
場

コ
ー
ス　
出
水
駅
前
広
場
か
ら
特

　

攻
碑
、
出
水
麓
武
家
屋
敷
群
な

　

ど
を
巡
り
、
Ｊ
Ｒ
出
水
駅
東
口

　

ま
で
の
約
14
キ
ロ
㍍
の
コ
ー
ス

対
象
者　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

　

ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

定　
員　
２
０
０
人

参
加
料

　

中
学
生
以
上　

千
円

　

小
学
生
以
上　

５
０
０
円

　

未
就
学
児　
　

無　

料

申
込
期
限　
１
月
31
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
法
人
会
青
年
部
会
事
務
局

　
（
☎
�
１
３
３
８
）

～
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
～

　

現
在
、
市
で
は
、
市
制
施
行
10

周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
新
出

　

出
水
商
工
会
議
所
女
性
会
で

は
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
女
性
会

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
大
作
戦
バ
レ
ン
タ

イ
ン
Ｇ
Ｏ
婚
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時

　

２
月
６
日
（
土
）

　

午
後
６
時
～
同
９
時

場　
所　
鶴
丸
会
館

内　
容

　

交
流
会
（
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
）、

　

ス
イ
ー
ツ
ワ
ー
ク
（
講
師
に
よ

　

る
ス
イ
ー
ツ
教
室
）
ほ
か

募
集
人
数

　

男
性
15
人
、
女
性
15
人

※
20
歳
以
上
の
独
身
男
女

参
加
費

　

男
性　

６
千
円

　

女
性　

４
千
円

申
込
期
限　
１
月
14
日
（
木
）

※
詳
し
く
は
、
事
務
局
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
商
工
会
議
所
女
性
会
事
務

　

局
（
☎
�
１
３
３
７
）

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

バ
レ
ン
タ
イ
ン
Ｇ
Ｏ
婚
♡

参
加
者
を
募
集
！

新
市
市
民
憲
章
に
関
す

る
意
見
を
募
集
し
ま
す

麓
武
家
屋
敷
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
の
参
加
者
募
集

水
市
の
市
民
憲
章
を
策
定
中
で

す
。

　

今
回
、新
市
の
市
民
憲
章
（
案
）

を
公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

広
く
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所

　

本
庁
市
民
相
談
室
、
各
支
所
総

　

合
市
民
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

募
集
期
限　
１
月
25
日
（
月
）

応
募
方
法

　

意
見
書
に
ご
意
見
等
の
ほ
か
、

　

住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、
直

　

接
持
参
さ
れ
る
か
、
郵
送
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お

　

送
り
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
力

　

で
き
ま
す
。

※
意
見
書
は
、本
庁
市
民
相
談
室
、

　

ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

意
見
等
の
取
り
扱
い
・
公
表

　

ご
意
見
等
の
概
要
お
よ
び
こ
れ

　

に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表

　

し
ま
す
。（
個
別
の
回
答
は
行

　

い
ま
せ
ん
。）

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
を
考
慮

　

し
最
終
案
を
決
定
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
課
企
画
・
男
女
共
同

　

参
画
係
（
☎
�
４
０
３
３
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
�
４
０
３
０
）

　

電
子
メ
ー
ルkikaku_c@

city.

　

izum
i.kagoshim

a.jp

　

４
０
３
０
）

　

介
護
・
福
祉
科
の
初
任
者
研
修

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
内
容　
介
護
の
学
科
、実
技
、

　

実
習

募
集
期
限　
１
月
21
日
（
木
）

選
考
試
験　
１
月
28
日
（
木
）

訓
練
期
間

　

２
０
１
６
年
２
月
10
日
（
水
）

　

～
５
月
９
日
（
月
）

定　
員　
22
人

受
講
料　
無　

料

※
テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
保
険
代
は

　

自
己
負
担

訓
練
場
所　
ニ
チ
イ
学
館
出
水
校

　
（
出
水
市
昭
和
町
）

申
し
込
み
先　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク

問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
（
さ
つ
ま
町
）（
☎
０
９
９
６

－

　

５
３

－

０
２
０
７
）

介
護
・
福
祉
科
の
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
出
水
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
（
案
）
お
よ
び
出
水
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
案
）
を
公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所　

本
庁
総
合
政
策
課
、

　

本
庁
市
民
相
談
室
、
各
支
所
総

　

合
市
民
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
期
限　
１
月
22
日
（
金
）

応
募
方
法

　

意
見
書
に
ご
意
見
等
の
ほ
か
、

　

住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、
直

　

接
持
参
さ
れ
る
か
、
郵
送
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お

　

送
り
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
力

　

で
き
ま
す
。

※
意
見
書
は
、本
庁
市
民
相
談
室
、

　

ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

意
見
等
の
取
り
扱
い
・
公
表

　

ご
意
見
等
の
概
要
お
よ
び
こ
れ

　

に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表

　

し
ま
す
。（
個
別
の
回
答
は
行

　

い
ま
せ
ん
）

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
を
考
慮

　

し
最
終
案
を
決
定
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
合
政
策
課
総
合
政
策
係

　
（
☎
�
４
１
２
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市

  １月のおさかな市は
  お休みです。
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録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

※
小
・
中
学
生
が
い
る
世
帯
は
、

　

本
年
１
月
１
日
の
家
賃
か
ら
補

　

助
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
同
一

　

世
帯
に
属
す
る
二
親
等
以
内
の

　

親
族
が
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
貸

　

借
契
約
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
。

○
家
賃
や
市
税
等
を
滞
納
し
て
い

　

な
い
こ
と
。

○
自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

　

な
ど
。

補
助
金
の
計
算
方
法
（
月
額
上
限

は
２
万
円
）

○
月
額
家
賃
（
住
宅
手
当
、
共
益

　

費
、
駐
車
場
料
等
を
除
く
）
の

　

２
分
の
１

助
成
期
間　
最
大
３
年
間

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
観
光
交
流
課
交
流
・
定
住

　

促
進
係
（
☎
�
４
０
５
９
）

　

猫
を
野
外
で
飼
う
と
い
う
こ
と

は
、
感
染
症
や
交
通
事
故
、
予
期

せ
ぬ
繁
殖
な
ど
の
可
能
性
が
高
く

な
り
、
飼
い
猫
を
危
険
に
さ
ら
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
野
外
で
の
鳴
き
声
な
ど

の
騒
音
や
、
ふ
ん
尿
等
の
放
置
に

　

市
で
は
、
定
住
促
進
対
策
と
し

て
、
２
０
１
５
年
４
月
１
日
以
降

の
転
入
者
の
う
ち
、
民
間
賃
貸
住

宅
に
お
住
い
の
子
育
て
世
帯
を
対

象
に
家
賃
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
６
年
１
月
１
日
か
ら
、

補
助
対
象
世
帯
を
未
就
学
児
が
い

る
世
帯
か
ら
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
に
拡
大
し
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅

　

市
内
の
「
民
間
賃
貸
住
宅
」
が

　

対
象
で
す
。
市
営
住
宅
な
ど
の

　

公
的
賃
貸
住
宅
や
、
社
宅
・
寮

　

な
ど
事
業
主
の
給
与
住
宅
等
は

　

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
世
帯

○
２
０
１
５
年
４
月
１
日
以
降
、

　

新
た
に
本
市
に
転
入
し
た
世
帯

　

で
あ
る
こ
と
。

※
転
勤
等
に
よ
り
市
外
へ
の
転
出

　

が
想
定
さ
れ
る
方
を
除
く
。

○
出
水
市
内
に
定
住
す
る
意
思
が

　

あ
る
こ
と
。

○
転
入
時
に
中
学
生
以
下
の
子
ど

　

も
が
い
る
世
帯
ま
た
は
転
入
後

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
世
帯
で
あ

　

り
、
同
一
世
帯
と
し
て
住
民
登

よ
り
、
周
辺
地
域
の
住
民
の
日
常

生
活
に
も
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

愛
護
動
物
を
虐
待
し
た
り
捨
て
た

り
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す

　

飼
い
主
の
都
合
で
、
飼
え
な
い

か
ら
と
動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
、

動
物
を
危
険
に
さ
ら
し
苦
痛
を
与

え
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
隣
住
民

に
も
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

動
物
の
飼
い
主
の
責
任
に
は
、

動
物
を
正
し
く
飼
い
、
愛
情
を

持
っ
て
扱
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、

最
後
ま
で
き
ち
ん
と
飼
う
こ
と
も

含
ま
れ
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の
家
賃
補

助
、
対
象
を
拡
大

猫
は
室
内
で飼い

ま
し
ょ
う

　

博
物
館
講
座
７
「
ツ
ル
の
飛
び

立
ち
観
察
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日

　

１
月
23
日
（
土
） 

時　
間

　

午
前
６
時
30
分
～
同
８
時
30
分

場　
所　
荒
崎
、
東
干
拓

定　
員　
20
人

対
象
者　
幼
児
か
ら
一
般
の
方

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

参
加
料　
無　

料

申
し
込
み

　

１
月
５
日
（
火
）
以
降
、
電
話

　

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

早
朝
の
ツ
ル
の
様
子
を

み
ん
な
で
観
察
し
よ
う

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
違
反
す
る
と
懲
役
や
罰
金
に
処

　

せ
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
（
☎
�
１
６
３
６
）

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

海の事件・事故は「118 番」
　毎年１月 18 日は、「118 番」の日です。
　「118」番は、海の事件・事故があった場合の海上
保安庁緊急通報用電話番号です。
　次のような場合には「118」番に電話してください。
○海難事故にあった。海難事故を見た。
○油の排出等を見た。○不審な船を見た。
○密猟や密航などの犯罪の話を聞いた。など
問い合わせ先　串木野海上保安部管理課
　　　　　　（☎ 0996 － 32 － 2205）

ネット利用が便利　申告・納税 e-Tax
　「国税電子申告・納税システム（e-Tax）」では、自
宅やオフィス、税理士事務所などからインターネッ
トを利用して、国税に関する各種手続き（所得税、
法人税等の申告・納税、法定調書の提出、証明書の
交付請求等）ができます。
e-Tax ホームページ　www.e-tax.go.jp
問い合わせ先
　出水税務署（☎ 62 － 0200）音声案内
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※
本
年
度
鹿
児
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

　

会
主
催
「
た
の
し
い
子
育
て
コ

　

ン
ク
ー
ル
」
応
募
作
品
か
ら

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
う

ち
約
４
割
は
生
ご
み
で
、
水
分
が

多
く
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

水
分
を
多
く
含
ん
だ
生
ご
み
を

焼
却
す
る
に
は
相
当
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
。
各
家
庭

で
ほ
ん
の
一
し
ぼ
り
す
る
だ
け

で
、
そ
の
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑

え
、
ご
み
の
減
量
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
生
ご
み
の
一
し
ぼ
り
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

～
出
水
駅
と
蔵
之
元
港
（
長
島
）

　
65
分
で
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
～

　

出
水
地
域
と
天
草
地
域
の
観
光

振
興
と
日
常
生
活
で
の
移
動
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
１
日
５

末
すえよし

吉　輝
て る お

雄さん（69）
出水市の好きなところは？
　風光明媚・交通の要衝であ
り、食材も豊富。最近は、若
者たちが祭りやマチテラス等
で頑張っていること。
出水市に望むことは？
　隣の町の取組が目につく。
出水市の行政や市民、頑張れ。
ひと言　若者たちの頑張って
る仕掛けに乗り、みんなで応
援していけば良いと思う。

宮
みやうち

内　廣
ひろみ

美さん（66）
出水市の好きなところは？
　山紫水明で適度な共同体意
識があること。加えて、生ま
れ育った父祖の地であること。
出水市に望むことは？
　若者が暮らせるような、Ｕ
ターン・Ｉターンを含めた息の
長い取り組みをして欲しい。
ひと言　向かう先もこの地で
暮らせることを願い、自助努
力したい。

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

が
昨
年
９
月
に
改
正
さ
れ
、
農
業

委
員
の
公
選
制
（
選
挙
で
委
員
を

選
ぶ
こ
と
）
が
廃
止
さ
れ
る
と
と

も
に
、
今
後
、
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
の
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
同
選
挙
の
選
挙
人
名

簿
は
、
有
権
者
の
申
請
に
基
づ
き

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
、
選
挙

人
名
簿
へ
の
登
録
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

出
す
前
の
一
手
間
で
、

ご
み
減
量
に
ご
協
力
を

　

ご
応
募
の
あ
っ
た
三
行
詩
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
に
は
何
で
も
そ
う
だ
ん

　

で
き
る

だ
っ
て
信
じ
ら
れ
る
か
ら

だ
っ
て
家
族
だ
か
ら

　

下
水
流
小
学
校
五
年橋

野　

萌
花

「
お
は
よ
う
」
と
き
こ
え
て
く
る

　

母
の
声

一
日
が
は
じ
ま
る

さ
い
し
ょ
の
こ
と
ば

　

東
出
水
小
学
校
五
年　

深
渡
瀨　

太
基

い
っ
て
き
ま
す
、

　

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

今
日
も
え
が
お
で

ハ
イ
タ
ッ
チ

　

西
出
水
小
学
校
三
年

　

園
屋　

七
海

お
い
し
い
ね
っ
て

モ
リ
モ
リ
食
べ
る
そ
の
顔

　

に
よ
う
し
、
や
る
気
が
わ
い

　

て
き
た

明
日
は
何
を
作
ろ
う
か
な

　

一
般　

 

野
邊　

亜
矢
子

「
た
の
し
い
子
育
て
」

三
行
詩
②

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～

出
水・天
草
ロ
マ
ン
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
運
行
中

往
復
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
島
町
蔵
之
元
港
と
天

草
市
牛
深
港
は
、
フ
ェ
リ
ー
に
よ

り
30
分
で
結
ば
れ
て
お
り
、
天
草

へ
の
便
利
な
交
通
ア
ク
セ
ス
と
し

て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

バ
ス
停

　

出
水
市
（
出
水
駅
、古
浜
入
口
、

　

屋
地
）、
阿
久
根
市
に
２
カ
所
、

　

長
島
町
に
４
カ
所

※
各
バ
ス
停
で
乗
り
降
り
で
き
ま

　

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

南
国
交
通
㈱
出
水
営
業
所

　
（
☎
�
１
６
２
６
）

　

本
庁
企
画
課
地
域
振
興
係

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

運行時刻 藏之元
港発

出水駅
着

出水駅
発

藏之元
港着

（所要時間
65 分）

７：11 ８：16 ８：45 ９：50

９：55 11：00 11：20 12：25

14：00 15：05 12：40 13：45

15：20 16：25 15：30 16：35

17：55 19：00 16：50 17：55

農
委
選
挙
人
名
簿
へ
の

登
載
申
請
を
廃
止

ん
。

　

現
在
の
農
業
委
員
の
任
期
は
、

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
９
月
12

日
ま
で
で
あ
り
、
現
在
の
任
期
以

後
は
市
長
の
選
任
制
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
�
２
３
１
４
）

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
�
５
４
１
３
）
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南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部
の

税
理
士
（
会
員
名
簿
・
左
の
表
）

に
よ
る
、
無
料
相
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
税
理
士
に
は
職
務
上
知

り
得
た
秘
密
を
守
る
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
時
期

　
２
月
１
日
（
月
）
～
同
29
日
（
金
）

※
土
・
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

場　
所　
南
九
州
税
理
士
会
出
水

　

支
部
の
各
会
員
事
務
所

相
談
内
容　
個
人
の
所
得
税
・
消

　

費
税
に
関
す
る
相
談

相
談
料　
申
告
に
関
す
る
相
談
は

　

30
分
程
度
は
無
料
で
す
。
具
体

　

的
に
申
告
書
の
作
成
を
依
頼
さ

　

れ
る
場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
税
理
士
事

　

務
所
（
左
表
参
照
）
に
必
ず
お

　

電
話
等
で
相
談
日
時
等
を
予
約

確
定
申
告
無
料
相
談
会

を
開
催

税理士氏名 事務所所在地 電話番号
庵　　秀志 阿久根市赤瀬川 1123 －３ 72 － 0111
大田　俊雄 阿久根市波留 574 －３ 73 － 0453
寺畑　幸雄 阿久根市脇本 13129 75 － 0662
東園信一郎 阿久根市鶴川内 10271 －１ 79 － 4339
桑田　秀延 出水市西出水町 247 62 － 7574
御供田嗣弥 出水市明神町 137 － 1 67 － 1088
中牟禮博文 出水市高尾野町江内 464 85 － 5211
萩原　安徳 出水市高尾野町江内 1361 － 6 85 － 5669
今村　信雄 出水市明神町 1917 67 － 5892
表迫　貞雄 出水市上知識町 354 62 － 1831
勝下　　剛 出水市緑町 6 － 6 ﾊｳｽｵｰﾛﾗ 103 号室 79 － 3078
島崎　　学 出水市大野原町 1653 63 － 3991
堂前　栄二 出水市上鯖渕 621 － 4 － 3F 62 － 8974
鳥井脇敏夫 出水市上鯖渕 6252 － 8 63 － 0858
濵　　卓朗 出水市緑町 33 － 20 安全ビル 102 63 － 7324
曲渕　光男 出水市緑町 6 － 23 63 － 3533
丸尾　徳文 出水市緑町 10 － 3 62 － 4940
森　　毅憲 出水市中央町 577 080 － 5029 － 3843
山澤津文秋 出水市西出水町 1174 － 9 62 － 7538

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
臨
床
心
理
士
で
男
性

専
用
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ

ス
天
満
橋
代
表
の
濱
田 

智
崇
氏

を
お
迎
え
し
、
30
代
・
40
代
の
男

性
を
対
象
に
し
た
「
男
の
生
き
方

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
２
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時
30
分

会　
場　
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

　

ン
タ
ー
東
棟
３
階

　

大
研
修
室
第
２

※
駐
車
場
あ
り
（
受
講
生
無
料
）

講　
師　
濱
田 

智
崇　

氏

　
（
京
都
橘
大
学
心
理
学
科
助
教
、

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
天

　

満
橋
代
表
、
臨
床
心
理
士
）

受
講
料　
無　

料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

募
集
定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
２
月
13
日
（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

　

タ
ー
（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

　

ン
タ
ー
）

　
（
☎
０
９
９

－

２
２
１

－

６
６

　

０
３
）

　

E-m
ail

：p-harm
ony

＠pref.

　

kagoshim
a.lg.jp

※
毎
週
月
曜
日
が
休
館
（
月
曜
日

　

が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
平
日

　

が
休
館
）

30
代
・
40
代
の
男
性
を

対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー

市
施
設
で
は
、
冬
季
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

冬
季
の
電
力
需
給
は
、
安
定
供
給
に
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
予
備

率
３
㌫
以
上
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、
安
定
的
に
電
気
を
供

給
す
る
た
め
、
市
で
は
夏
季
に
引
き
続
き
冬
季
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
節
電
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
季
節
電
対
策　
３
月
31
日
ま
で

照
明
に
関
す
る
こ
と

　

照
明
の
間
引
き
や
使
用
に
応
じ
た
点
灯
・
消
灯
、
不
要
な
照
明
の

　

消
灯
、
長
期
的
節
電
に
向
け
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
計
画
的
な
推
進

空
調
に
関
す
る
こ
と

　

適
切
な
温
度
の
設
定
お
よ
び
稼
働
時
間
の
短
縮
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の

　

定
期
的
清
掃

Ｏ
Ａ
機
器
そ
の
他
の
電
気
機
器
に
関
す
る
こ
と

　

待
機
消
費
電
力
を
削
減
、
パ
ソ
コ
ン
は
、
節
電
モ
ー
ド
を
有
効
活

　

用
し
、
退
庁
時
等
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
、
会
議
資
料
等
の
見
直

　

し
に
よ
り
、
コ
ピ
ー
機
や
プ
リ
ン
タ
ー
の
使
用
枚
数
を
削
減

職
員
に
関
す
る
こ
と

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
徹
底
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
（
定
時
退
庁
日
）
の
徹

　

底
（
毎
週
水
曜
日
）、
時
間
外
勤
務
の
縮
減

そ
の
他

　

各
職
場
に
節
電
推
進
員
を
置
き
、
管
理
・
指
導
す
る
。
な
ど

※
ご
家
庭
・
事
業
所
等
に
お
い
て
も
生
活
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
、

　

生
産
活
動
等
に
支
障
が
生
じ
な
い
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
省
エ

　

ネ
・
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
（
☎
�
４
０
４
２
）

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
！

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　

良
質
な
人
材
確
保
の
た
め
、
非
正
規
雇
用
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
正
社
員
転
換
・
待
遇
改
善
、
正
者
員
雇
用
を

行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
正
社
員
へ
の
転
換
、
人
材
育
成
、
待
遇
改

善
等
の
取
り
組
み
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
、
各
種
助
成
制
度
の
利
用

促
進
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

積
極
的
な
取
り
組
み
と
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水
（
求
人
係
）（
☎
�
０
６
８
５
）
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村
むらもと

本　伸
し ん や

也さん（31）
出水市の好きなところは？
　のんびりしたところ。
出水市に望むことは？
　若者の生活を支援してく
れるような制度の充実。
ひと言
　スクーターや自転車、小型
農機具の修理など、生活に密
着したお手伝いができるよ
うに頑張ってます！

大
おおはし

橋 真
ま あ こ

亜子さん（22）
出水市の好きなところは？
　自然豊かなところ。
　人が優しく平和で住みや
すいところ。
出水市に望むことは？
　もう少しイベントがあっ
たらいいな。
　ショッピングモールなど
遊べる場所を増やしてほし
いです。

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
、二
輪
小
型
自
動
車
、

軽
自
二
輪
車
、
原
動
機
付
自
転
車

お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
業

作
業
用
、
そ
の
他
）
は
、
公
道
を

走
行
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

未
登
録
の
場
合
は
、
速
や
か
に

登
録
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
軽
自
動
車
（
６
６
０
cc
以
下
）、

　

二
輪
小
型
自
動
車
（
２
５
０
cc

　

超
）、
軽
自
二
輪
車
（
１
２
５

　

cc
超
２
５
０
cc
以
下
）
に
つ
い

　

て
は

　

県
軽
自
動
車
協
会
（
☎
０
９
９

　

－
２
６
１

－

４
０
１
１
）

○
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc

　

以
下
）、小
型
特
殊
自
動
車
（
農

　

業
作
業
用
等
）
に
つ
い
て
は

　

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

昨
年
６
月
か
ら
戦
没
者
等
の
遺

族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の
請
求

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方

　

市
で
は
、
家
庭
の
教
育
力
の
向

上
と
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援

を
推
進
す
る
た
め
に
、
家
庭
教
育

推
進
委
員
会
を
組
織
し
て
い
ま

す
。取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て「
笑

顔
で
つ
な
ぐ　

元
気
な
あ
い
さ

つ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
あ
い
さ

つ
強
調
旬
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
各
団
体
に
よ
る
地

域
で
の
立
哨
を
兼
ね
た
あ
い
さ
つ

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

子
供
た
ち
へ
の
登
校
時
の
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
み
ん
な
で
声
を
掛

け
合
い
、
あ
い
さ
つ
の
飛
び
交
う

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
終
了
後
も
積
極
的
な
あ
い

さ
つ
を
心
が
け
、
地
域
の
子
供
と

顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
で
、「
出

水
の
宝
子
」
と
し
て
子
供
た
ち
を

見
守
り
、
地
域
の
絆
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

期　
間　
１
月
８
日
（
金
）
～
同

　

17
日
（
日
）

※
学
校
の
学
期
始
め
の
10
日
間

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

あ
い
さ
つ
で
子
育
て
支
援

は
、
請
求
期
限
ま
で
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

支
給
方
法　
戦
没
者
一
人
に
つ
い

　

て
、
額
面
25
万
円
の
国
債
で
支

　

給
。（
本
年
か
ら
の
５
年
間
で
、

　

毎
年
５
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま

　

す
。）

支
給
対
象　
戦
没
者
等
の
死
亡
当

　

時
の
遺
族
で
、
昨
年
の
４
月
１

　

日
現
在
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

　

料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
者
が

　

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
序
で

　

一
人
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
、
戦
没
者
が
亡
く

　

な
ら
れ
た
時
に
、
生
ま
れ
て
い

　

る
方
が
対
象
で
す
。

①
過
去
の
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

　

て
い
た
と
み
な
さ
れ
、
戦
没
者

　

等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
戦
没
者

　

等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

　

弟
姉
妹

④　

③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父

　

母
、
兄
弟
姉
妹

⑤　

①
～
④
以
外
の
遺
族
で
、
戦

　

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

　

き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

　

て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
三
親
等

　

内
の
親
族

請
求
期
限　
２
０
１
８
（
平
成
30
）

　

年
４
月
２
日

※
期
限
後
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
☎
�
４
０
４
５
）

特
別
弔
慰
金
請
求
の

ご
確
認
を

軽
自
動
車
税
の
登
録
は
お

済
み
で
す
か

天
草
地
域
フ
ェ
リ
ー
航
路
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

　

天
草
地
域
フ
ェ
リ
ー
航
路
利
用
促
進
協
議
会
で
は
、
熊
本
県
天
草

市
と
長
崎
県
島
原
地
域
、
鹿
児
島
県
北
薩
地
域
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
航

路
を
、
期
間
中
に
５
ｍ
未
満
の
車
両
で
２
航
路
以
上
利
用
す
る
と
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

　

抽
せ
ん
で
10
人
の
方
に
天
草
の
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
５
千
円
相
当

が
当
た
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、天
草
の
旅
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
期
間　
３
月
11
日
（
金
）
ま
で

対
象
航
路　
①
口
之
津
～
鬼
池
航
路
（
島
鉄
フ
ェ
リ
ー
）

　

②
中
田
～
諸
浦
航
路
（
天
長
フ
ェ
リ
ー
）

　

③
牛
深
～
蔵
之
元
航
路
（
三
和
フ
ェ
リ
ー
）

応
募
期
限　
３
月
15
日
（
火
）
必
着

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
抽
せ
ん
の
結
果
は
当
選
者
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
天
草
地
域
フ
ェ
リ
ー
航
路
利
用
促
進
協
議
会
事
務
局

　
（
天
草
市
地
域
政
策
課
内
）（
☎
０
９
６
９

－

２
３

－

１
１
１
１
）
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80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
で
食

事
を
し
て
ほ
し
い
。
生
涯
に
わ
た

っ
て
自
分
の
歯
を
守
る
努
力
を
し

８
０
２
０
を
達
成
し
た
心
身
共
に
健

康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
る
方
々
に
対
し
て
、
11
月
21
日

に
表
彰
式
を
行
い
、
川
畑
副
市
長
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

８
０
２
０
受
賞
者
（
敬
称
略
）

（
氏
名
）　　
（
年
齢
）（
自
治
会
）

井
島　

三
千
恵　

82　

春
日
町

伊
地
知　

良
明　

83　

昭　

興

井
手　

正
弘　
　

80　

安　

原

井
上　

初
子　
　

80　

渡
瀬
口

井
脇　

靜
男　
　

82　

上
ノ
原（
出
水
）

岩
下　

亘　
　
　

84　

野　

口

岩
元　

公
子　
　

82　

中　

里

上
園　

み
ど
り　

80　

上　

中

上
田　

ア
ヤ
子　

80　

八　

坊

上
屋　

安
子　
　

80　

下　

中

江
口　

利
商　
　

80　

上　

屋

榎
園　

秀
子　
　

82　

東
水
流

大
川
内
ツ
ナ
エ　

87　

下
大
野
原

大
山　

利
和　
　

83　

元
町（
出
水
）

尾
籠　

登　
　
　

80　

西
水
流

柿
木　

定
子　
　

80　

元
町（
出
水
）

嘉
村　

正
樹　
　

81　

春
日
町

嘉
村　

昭
代　
　

81　

春
日
町

川
辺　

義
男　
　

82　

上
ノ
原（
出
水
）

木
串　

忠
男　
　

87　

浦　

窪

黒
岩
ト
シ
エ　
　

80　

上
ノ
原（
出
水
）

小
村　

ミ
エ　
　

80　

上
沖
田

西
前　

明
則　
　

80　

鹿　

島

坂
ノ
上
重
徳　
　

80　

荘　

下

迫
口　

亀
壽　
　

85　

中　

郡

沢
村　

サ
チ
ヘ　

83　

名
古
東

小
路　

小
枝
子　

80　

上
り
立

新
富　

秀
夫　
　

80　

瀬
戸

鈴
田　

實　
　
　

80　

関
外

瀬
ノ
上　

利
男　

94　

政
所

田
島　

カ
ズ
エ　

80　

花
立
西

武
内　

大　
　
　

82　

千
間
山

塚
元　

清
喜　
　

82　

上
ノ
原（
出
水
）

鶴
田　

良
光　
　

80　

上
屋

寺
岡　

サ
ヨ　
　

81　

萩
之
段

寺
本
フ
ミ
エ　
　

81　

石
坂（
高
尾
野
）

遠
矢　

人
士　
　

80　

御
岳

冨
田　

重
信　
　

82　

六
月
田
下

西
牟
田
ミ
ツ
子　

82　

田
原

波
戸
内
満
州
治　

83　

西
新
田

花
崎　

ス
ミ
子　

80　

春
日
町

花
山　

良
子　
　

80　

切
通

平
藪　

巌　
　
　

80　

政
所

福
濵　

榮
助　
　

86　

今
釜
西

藤
本　

時
男　
　

85　

天
神（
出
水
）

松
下　

和
子　
　

81　

諏
訪
馬
場

松
下　

國
雄　
　

81　

六
月
田
中

松
本　

勝
子　
　

82　

千
本
付

室
崎　

ト
ミ　
　

80　

萩
の
尾

村
上　

國
海　
　

80　

福
ノ
江
港

餅
井　

三
俊　
　

80　

鹿
島

本
蔵　

文
雄　
　

82　

溝
下

矢
野　

教
子　
　

80　

八
幡

（
年
齢
は
受
賞
時
の
も
の
で
す
）

め
ざ
そ
う
！
８
０
２
０・７
０
２
４

　

８
０
２
０
は
毎
日
の
積
み
重
ね
の

成
果
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の

歯
で
食
べ
ら
れ
る
「
幸
せ
な
高
齢

期
」
を
迎
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は

７
０
２
４
（
70
歳
で
24
本
の
自
分
の

歯
）
を
目
標
に
歯
に
い
い
生
活
を
し

ま
し
ょ
う
。

７
０
２
４
達
成
者
（
本
年
度
歯
周
疾

患
検
診
を
受
診
さ
れ
た
71
歳
の
方
）

（
氏
名
）（
敬
省
略
）（
自
治
会
）

有
村　

ム
ツ
エ　
　

角　

石

池
田　

レ
イ
子　
　

春
日
町

井
上　

久
美
子　
　

下　

山

江
﨑　

滿
德　
　
　

下
大
野
原

小
川　

弘
代　
　
　

千
本
付

藏
満　

セ
イ　
　
　

麓
団
地

小
村　

三
男　
　
　

上
沖
田

柴
田　

繁
行　
　
　

名
古
西

柴
田　

武
子　
　
　

名
古
西

新
屋　

幸
雄　
　
　

屋　

地

杉
本　

榮
子　
　
　

西　

通

高
田　

功　
　
　
　

上
田
多
園

田
口　

邦
子　
　
　

津　

山

田
原　

三
千
代　
　

千
間
山

茶
木　

豊　
　
　
　

沖
田
住
宅

土
屋　

美
穗　
　
　

西　

通

富
永　

重
滿　
　
　

田　

原

西
川　

惠
子　
　
　

八
幡
（
出
水
）

福
山　

榮
子　
　
　

東
水
流

前
畑　

日
出
雄　
　

下
古
市

松
尾　

洋
子　
　
　

上
水
流

宮
田　

カ
ツ
子　
　

鹿　

島

餅
井　

チ
マ
子　
　

上
餅
井

山
口　

俊
忠　
　
　

小
原
上

袰
川　

俊
忠　
　
　

田
多
園

吉　
　

勝
國　
　
　

朝　

熊

吉
満　

弘
明　
　
　

地　

蔵

櫓
木　

洋
子　
　
　

櫓　

木

脇
﨑　

光
江　
　
　

2080

8
ハチマルニーマル

0 2 0 歯科表彰　おめでとうございます
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（
相
談
事
例
）

　
突
然
知
ら
な
い
業
者
か
ら
「
老

人
ホ
ー
ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届

い
た
ら
連
絡
し
て
ほ
し
い
」
と
電

話
で
頼
ま
れ
た
。
数
日
後
に
届
い

た
の
で
連
絡
す
る
と
「
両
親
を
入

居
さ
せ
た
い
人
が
い
る
が
、
一
人

分
し
か
な
い
の
で
権
利
を
譲
っ
て

ほ
し
い
。
申
込
書
に
署
名
し
、
代

わ
り
に
申
し
込
ん
で
」
と
指
示
さ

れ
、
実
行
し
た
。

　
二
日
後
に
そ
の
老
人
ホ
ー
ム
か

ら
「
名
義
貸
し
は
違
法
行
為
で
罪

に
な
る
。
100
万
円
を
払
え
ば
名
前

を
消
す
」
と
言
わ
れ
、
怖
く
な
っ

て
宅
配
便
で
現
金
を
送
っ
た
。
す

る
と
老
人
ホ
ー
ム
の
監
査
人
と
称

す
る
人
か
ら
電
話
で
「
ま
だ
罪
が

消
え
て
い
な
い
。
貯
金
は
い
く
ら

あ
る
か
」
と
聞
か
れ
、
600
万
円
と

答
え
る
と
「
あ
と
600
万
円
支
払
え
、

さ
も
な
い
と
パ
ト
カ
ー
が
行
く
ぞ
」

と
言
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
業
者
が
役
回

り
を
分
担
し
て
消
費
者
を
だ
ま
そ
う
と

す
る
手
口
は
「
劇
場
型
勧
誘
」（
買
え

買
え
詐
欺
）
で
す
。

　
「
名
義
を
貸
し
て
」「
代
わ
り
に
買
っ

て
」
な
ど
と
持
ち
か
け
て
く
る
不
審

な
電
話
が
あ
っ
て
も
相
手
に
せ
ず
、

す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
名
目
で
あ
れ
、

宅
配
便
等
で
お
金
を
送
付
す
る
よ
う

指
示
す
る
こ
と
は
す
べ
て
詐
欺
の
手

口
で
す
。

　
「
名
義
を
貸
す
だ
け
」
な
ど
と
説

明
が
あ
っ
て
も
、
後
か
ら
様
々
な
口

実
で
金
銭
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
一
度

お
金
を
払
っ
て
し
ま
う
と
、
次
々
に

請
求
さ
れ
る
う
え
、
取
り
戻
す
こ
と

は
極
め
て
困
難
で
す
。
業
者
の
話
を

う
の
み
に
せ
ず
、
絶
対
に
お
金
を

払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

困
っ
た
と
き
や
心
配
な
と
き
は
、

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
市
民

生
活
課
内
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

老
齢
厚
生
年
金
な
ど
の
老
齢

（
退
職
）を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
は
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し

て
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
老
齢
年
金
を
受

け
て
い
る
方
に
は
１
年
間
の
年
金

支
払
総
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
源
泉

徴
収
票
が
１
月
中
旬
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
所
得
税
の
確
定

申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て
必

要
と
な
り
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
を

紛
失
し
た
場
合
は
川
内
年
金
事
務

所
へ
依
頼
す
る
こ
と
で
再
発
行
が

可
能
で
す
が
、
後
日
郵
送
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
の
方
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
・
遺
族
年
金

は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５
２

　

７
６
）

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
（
代
表
））

　

国
民
年
金
加
入
手
続
き
後
に

「
年
金
手
帳
」
と
「
国
民
年
金
保
険

料
納
付
書
」
が
届
き
ま
す
の
で
手

帳
は
大
切
に
保
管
を
し
、
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
以
外
に
も
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
も
可
能
で

す
の
で
希
望
す
る
方
は
年
金
担
当

窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」、「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

資
格
取
得
届
書
と
一
緒
に
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
20
歳
の
国
民
年
金
加
入
手
続
き

　

日
本
国
内
在
住
の
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
厚
生
年
金
等
に
加
入
中

の
方
や
厚
生
年
金
等
加
入
中
の
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
を
除

き
、
20
歳
に
な
っ
た
方
は
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続

き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
被
保

険
者
資
格
取
得
届
書
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
し

市
役
所
本
庁
、
各
支
所
の
年
金
担

当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

開 催 日
　２月 10 日（水） 本庁
　２月 25 日（木） 野田支所
開催時間
　午前 10 時～午後 3 時
　（正午～午後 1 時を除く）
相談内容
　老齢年金、遺族年金等の請求手続き
　年金受給見込額　など
相談員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 147・148）

２月　出水地区年金相談
（月２回開催・完全予約制）

　【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
　午前８時30分〜午後５時（正午〜午後１時を除く）
　本庁市民生活課生活環境係（☎63－6203）
○水曜日　午前９時30分〜正午
　本庁および野田支所総合市民課
　（☎63－2111　内線741）
○水曜日　午後１時〜同４時
　本庁および高尾野支所総合市民課
　（☎63－2111　内線453）

「
名
義
を
貸
し
て
…
」「
代
わ
り
に
買
っ

て
…
」
な
ど
と
持
ち
か
け
る
不
審
な
電

話
は
詐
欺
で
す
！
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   「ことばを感じよう in 出水 

～ことばの力 未来をつなぐ～」を開催！ 
絵本や歌を通して子どもに楽しみながら日本語に触れてもらうイベント「こ

とばを感じよう in 出水」（公益財団法人文字・活字文化推進機構等主催、出水

市教育委員会・南日本新聞社共催）が 2016 年２月６日（土）に開催されます。 

今年度は、本市と松江市、長野市、名古屋市、高松市の５会場での開催で、

朗読、合唱、講演の３部構成で実施されます。お子様と一緒に楽しんでいただ

けるプログラムです。 

 

日 時 2016 年２月６日（土）午後２時～同４時 

場 所 市音楽ホール 

内 容 朗 読 中井 貴惠 氏（女優） 

       合 唱 出水市少年少女合唱団 

       講 演 角野 栄子 氏（作家）代表作「魔女の宅急便」  

 

※ 定員は 400 人で、入場無料ですがファックス、はがき、ホームページ、メールによる事前申し込み

が必要です。 

  詳しくは、公益財団法人文字・活字文化推進機構ホームページをご覧ください。 

 http://www.mojikatsuji.or.jp 

 

★第９回出水市読書活動推進大会を開催します！ 
これまで様々なテーマで開催してきました「出水市読書活動推進大会」

も９回目を迎えます。今回は、読書標語や短作文の特選者の表彰や親子読

書会等の事例発表、絵本作家による講演を計画しています。読書の楽しさ

をより多くの方に感じていただきたくて計画したものです。多くの方の参

加をお待ちしております。 
 

日 時 2016 年２月 20 日（土）午後１時 30 分～同４時 

場 所 市音楽ホール 

内 容  表  彰  

事例発表 下水流小学校親子読書会、高尾野小学校親子読書会、 

大川内中学校文芸サークル「ハッピークローバー」 

       講  演 ひろかわ さえこ 氏（絵本作家） 

            セカンドブック事業で配布している「ぷくちゃんのすてきなぱんつ」作者 
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「へんしんマーケット｣ あきやま　ただし　作・絵
●「ヘルシーせんたいダイズレンジャー」 やぎ　たみこ　作
●「あまのじゃくにかんぱい！」 宮川　ひろ　作
●「かようびのドレス」 ボニ・アッシュバーン　文
●「いちばんのなかよしさん」 エリック・カール　作
●「オオカミのはつこい」 きむら　ゆういち　文
●「音楽室の日曜日　歌え！オルガンちゃん」 村上　しいこ　作
●「子うさぎジャックとひとりぼっちのかかし」 バーナデット・ワッツ　作・絵
●「ペルペルの魔法」 たかどの　ほうこ　作
●「ボタンちゃん」 小川　洋子　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「ロックなハート」 ひこ・田中　作
●「暗号のポラリス」 中山　智幸　著
●「世界一ときめく質問、宇宙一やさしい答え」 ジェンマ・エルウィン・ハリス　編

・・・・・等
≪一般≫

●「イデアの影」 森　博嗣　著
●「世にも奇妙な君物語」 朝井　リョウ　著
●「図書室で暮らしたい」 辻村　深月　著
●「下町ロケット ２　ガウディ計画」 池井戸　潤　著
●「大川契り」 西條　奈加　著
●「冬の光」 篠田　節子　著
●「ポンコツ探偵の名推理」 滝田　務雄　著
●「戦国はるかなれど」　（上・下） 中村　彰彦　著
●「うそつき、うそつき」 清水　杜氏彦　著
●「明治・金色キタン」 畠中　恵　著
●「人魚の眠る家」 東野　圭吾　著
●「ザ・ブラックカンパニー」 江上　剛　著
●「地に巣くう｣ あさの　あつこ　著
●「プロローグ」 円城　塔　著
●「きらきら眼鏡」 森沢　明夫　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 １月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時～午後６時

12月29日～
1月4日

18日～25日
（蔵書点検のため）

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

　午前９時～午後６時
12月29日～

1月4日
15日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

１月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

１月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

５日
－

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
６日
－

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

７日
－

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
14日
28日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

８日
－

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

１月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

６、13、27日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

11、18、25日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

12日（火）、26日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

7、14、21、28日
午後４時～

だっこでギュッ ７日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（土）
午後７時～

　中央図書館では、蔵書（図書資料）整理・点検のた
め、次のとおり休館します。
期 間：１月18日（月）～同25日（月）
　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、図書館
の大切な仕事のひとつですので、ご理解いただきま
すようお願いします。
　なお、高尾野図書館・野田図書館は通常通り開館
しております。

　図書館では、２月29日（月）まで、貸出冊数は無
制限に、貸出期間は３週間となっております。
皆様のご来館をお待ちしております。

蔵書点検による休館のお知らせ

貸出冊数無制限実施中！

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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会寿長王龍の町釜今市水出　訓応対盗強で局便郵識知上水出　

が会強勉るす対に犯防るよに。たしまれさ施実が練

。たしまれさ催開の組人二たっ持を物刃、は練訓　

の長会宏邦村植、は会強勉　奪を金現、り取に質人を客が盗強

生署察警水出、後のつさいあ、で定想ういとるす走逃で車てっ

部査巡野神の課事刑全安活生はに役質人、が官察警はに役人犯

各のどな欺詐話電そうらか長すの役人犯、りなが員職察警性女

種犯罪の現状や被害

心のめたいなわあに張緊同一員局に技演るあのみご

あが話講ていつえ構走逃、し応対に静冷もらがなし

。たしまりルーボーラカ用練訓に両車るす

の師講、は者加参　官察警たけ付け駆、りたげ投を

声に話いすやりか分たえ答ていつに等報情の人犯に

しリクッビてし出を。たしましり

犯、りたい頷、りたを等徴特の人犯で中たし迫緊　

身と段一をさ怖の罪、をさし難のとこるす憶記に確正

しで子様たじ感に近。たしで子様たじ感てめたらあ同一員局

た。

　県立出水工業高校で薬物乱用

教室が開催されました。

　県警察本部少年サポートセン

ターから講師を招き、薬物はイ

ンターネット上など意外に身近

に潜んでおり、抵抗感が薄く手

に入れやすい、たった一度が命

取りになることなどを学びまし

た。

　最後に生徒代表が、違法薬物には絶対に手を出さないこと

を宣言しました。

　また、当日は、市立出水商業高校でも同センターによる教

室が開催されました。

　全国の統計によると、１０

代の約７人に１人、２０代の

約５人に１人が身近に薬物を

使用している可能性がある人

を知っていると答えています。

　一生を台無しにしないため

にも、勧められてもキッパリ

と断る勇気が必要です。

交通事故発生状況

※（　）内の数字は前年同期比

出水市防犯協会　☎６３－１５００

）値定暫（＞内管署察警水出＜

問い合わせ先

累　　　計 (+4) (±0)
255
(+6)

0

＜平成２８年１月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

２０１５年 203 1

発生件数 死　者 負傷者

２０１５年 17
１１ 月 中 (-8) (±0)

21
(-9)

緊迫の強盗訓練（出水上知識郵便局） 防犯講話を開催（今釜中自治会）

薬物乱用教室開かれる

年末年始地域安全運動を実施中！

＜運動の目的＞ 安全安心な生活を確保するた

め、警察と防犯協会が連動して積極的な地域安

全運動を行うことにより、地域安全意識の啓発を

図り、各種犯罪及び事故を未然に防止する。

＜実施期間＞ 2015年12月10日（木）～

2016年１月10日（日）

＜運動の重点＞①犯罪の未然防止

②子供と女性の犯罪被害防止

および高齢者の安全対策

運動期間中はもとより、かねてから犯罪や事故

にあわないように十分気をつけましょう。

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 5年
1 1 月 中

17 件
（－８）

０人
（±０）

21 人
（－９）

2 0 1 5年
累 計

203 件
（＋４）

１人
（±０）

255 人
（＋６）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会☎ 63 － 1500問い合わせ先
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　県内各自治体の手作りＣＭを競う「第14回ＫＫＢ
ふるさとＣＭ大賞」の審査表彰式が、11月６日、谷
山サザンホールで開催されました。本市の作品「愛
でつながるまち」は、アイデア賞を受賞しました。
　作成したＣＭは、今後、ＫＫＢ鹿児島放送で30回
放送されますので、ぜひご覧ください。

愛
が
い
っ
ぱ
い

Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

　ツルが縁で1991年から文化交流を続けている北海
道釧路市の文化団体が本市を訪れ、11月21日に音楽
ホールで芸能交歓会を開催しました。
　お互いの団体が日本舞踊や民謡などを披露し、和
太鼓集団「和楽」と「北海道くしろ蝦夷太鼓保存会」と
の共演もあり、会場は大いに盛り上がりました。

釧
路
市
と
文
化
交
流芸

能
交
歓
会

　高尾野川ジョギングロードを周回する「たかおの
鶴駅伝大会」が11月23日に開催されました。
　体育協会や鶴の町商工会などでつくる実行委員会
が主催し、今回で33回目。
　レースには、市内外から80チーム400人が参加し、
選手らは家族や同僚などの声援を背に健脚を競いま
した。

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
競
う

た
か
お
の
鶴
駅
伝

　

11
月
21
日
、
陸
上
競
技
場
で「
出
水
地
区
小
学
校
対
抗

一
輪
車
競
走
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
や
家
で
練
習
を
重
ね
て
き
た
49
チ
ー
ム
２
０
９
人

の
選
手
が
参
加
し
、
秋
晴
れ
の
も
と
リ
レ
ー
競
技
や
ス
ラ

ロ
ー
ム
競
技
で
競
い
ま
し
た
。
多
く
の
家
族
や
仲
間
の
声

援
の
中
、
軽
快
に
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
、
熱
の
こ
も
っ
た
走
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
輪
車
リ
レ
ー
の
部
】　　
【
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
の
部
】

　

１
位　

下
水
流
Ｃ　
　
　
　

１
位　

下
水
流
Ｃ

　

２
位　

下
水
流
Ｄ　
　
　
　

２
位　

西
出
水
Ａ

　

３
位　

下
水
流
Ｂ　
　
　
　

３
位　

下
水
流
Ｄ

チ
ー
ム
の
仲
間
と
協
力
し
て
走
る

小
学
生
一
輪
車
競
走
大
会

　11月21日と22日、陸上競技場周辺で恒例の大産業
祭が開催され、多くの市民でにぎわいました。
　特設テントには、地元の特産品が所狭しと並べら
れ、大勢の買い物客でにぎわっていました。
　また、友好都市の北海道釧路市・山口県周南市、
姉妹都市である大韓民国順天市の特産品コーナーも
あり、両日とも長蛇の列ができるなど大盛況でした。

大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
う

大
産
業
祭



22広報いずみ2016（平成28年）１月

　ツルの越冬地や武家屋敷などの観光地を巡る「ツ
ル観光周遊バス」と「周遊タクシー」の出発式が12月
１日、関係者出席のもと出水駅西口バス乗り場で行
われました。
　今回から、周遊バスの車体に市のマスコットキャ
ラクター「つるのしん」がかわいらしくラッピングさ
れています。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
発
進

ツ
ル
観
光
周
遊
バ
ス・タ
ク
シ
ー　12月１日、市役所で日生化学株式会社との立地協

定調印式が行われました。
　日生化学株式会社は、香川県に本社を置く企業で
プラスチックフィルム製品等の製造販売を行ってお
り、香川県の産業技術顕彰の最高峰とされる「芦原
科学大賞」を受賞するなど高い技術力を有する企業
です。今回の進出により地域の雇用・活性化など地
域経済の発展が期待されます。

平
和
町
に
新
企
業
が
進
出

立
地
協
定
調
印
式

　12月４日、本市の特産品を全国にお届けする「ツ
ルの恩返し便」出発式が行われました。
　さつまあげやみかんなどの特産品が詰められた箱
をトラックに一つ一つ積み込みました。
　今年は、後日発送した２便も合わせて、例年の約
２倍となる、2,938個を発送しました。恩返し便の
売り上げの一部は、ツルの保護に役立てられます。

ふ
る
さ
と
の
味
を
贈
り
ま
す

ツ
ル
の
恩
返
し
便
出
発
式

　12月５日、総合体育館でスポーツを通じて仲間と
の絆や思いやりの心を育む「第12回おれんじカップ
ドッジボール大会」が開催されました。
　大会には、出水市や阿久根市、長島町の小学校か
ら69チーム約1,400人が参加。
　児童らは、たくさんの応援を背にお互いに助け合
いながら白熱した試合を繰り広げていました。

千
人
以
上
が
熱
戦
！

お
れ
ん
じ
カ
ッ
プ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

好
評
で
す
。着
物
で
散
策

出
水
麓
武
家
屋
敷
群

　

市
内
外
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
も
好
評
の

「
第
６
回
着
物
で
武
家
屋
敷
を
歩
こ
う
会
」が
11
月
29
日
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
歩
こ
う
会
は
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
大
人
気
。

　

参
加
し
た
80
人
の
観
光
客
ら（
午
前
の
部
40
人
、
午
後

の
部
40
人
）は
、
自
分
の
好
み
の
着
物
を
選
び
、
着
付
け

や
お
茶
を
体
験
す
る
な
ど
日
本
文
化
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。
表
紙
写
真
の
お
二
人
は
、
鹿
児
島
市
か
ら
参
加
い
た

だ
い
た
谷
口
さ
ん
と
坂
本
さ
ん
。
お
話
を
聞
く
と「
着
物

を
着
る
と
言
葉
使
い
ま
で
丁
寧
に
な
り
ま
す
。
良
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
。」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

写
真
左
か
ら
渋
谷
俊
彦
市
長
、

田
中
秀
和
社
長
、
竹
田
和
昭 

北
薩
地
域
振
興
局
長



23 広報いずみ2016（平成28年）１月

　野田地域の新鮮な食材で作った農畜産物が一同に
集まる「第11回野田郷むらまつり」が12月６日、野田
農産加工施設で開催されました。
　あいにくの雨でしたが、手打ちそばや卵の安売り、
お米のすくいどりなどのほか、野田郷島津太鼓や野
田女子高校の吹奏楽などの演奏もあり、大勢の買い
物客でにぎわっていました。

地
元
の
食
材
が
い
っ
ぱ
い

野
田
郷
む
ら
ま
つ
り

　現在、新庁舎建設（７ページに関連記事）の工事現
場を取り囲む壁の一部に絵画を展示しています。
　これは、「わたしたちの住む出水市」をテーマに市
内小学生が描いたものです。現在、第２期として、
東出水小（４年生）、下水流小（４・５年生）、高尾野
小（全学年）、西出水小（４～６学年）、出水小（６年生）
から応募のあった作品を展示中です。

小
学
生
の
作
品
を
展
示

本
庁
新
庁
舎
建
設
現
場

　11月29日、陸上競技場および周回コースで第33回
市民駅伝大会が開催され、一部（中学、高校、一般
男子）に69チーム、二部（一般女子、中学・高校女子、
小学生男子、小学生女子）に23チームの計92チーム
の申し込みがありました。
　時折雨の降る肌寒いコンディションでしたが、選
手たちは元気にタスキをつなぎました。

雨
の
中
、力
走
！

市
民
駅
伝
大
会

　12月11日、本市の交和電気産業（株）から大川内小
学校に、大型ＬＥＤ照明が贈呈されました。
　切通寧々さん（同小６年）が、10月に本市運動公園
に設置された大型ＬＥＤ照明について書いた新聞記
事を、同社藤井敏社長が読んだことがきっかけ。
　生徒たちは「明るいＬＥＤ照明をありがとうござ
います。大事に使います。」と感謝していました。

大
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
寄
贈

大
川
内
小
学
校

ツ
ル
羽
数
調
査
を
実
施

荘
中・高
尾
野
中
ツ
ル
ク
ラ
ブ

　12月５日、今季第４回目となるツルの羽数調査が、
荘中・高尾野中ツルクラブとツル保護会により行わ
れました。
　結果は、第２回目の調査より少ない、12,034羽。
　関係者によると「休遊地以外の田んぼに多数水た
まりが発生しねぐらが分散したため、計測できな
かったツルがいたのではないか」とのことでした。

歴
史
と
眺
望
を
楽
し
む

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　12月５日、麓武家屋敷や中世山城である出水城跡、
広大な出水平野を一望できる東光山などを歩く「歴
史と眺望を楽しむウォーキング大会」が開催されま
した。今回は、普段地元の人でもなかなか歩くこと
がない出水城跡を巡るコースがあり、県内外から参
加した190人の参加者は、歴史や文化に触れながら
思い思いのペースで歩いていました。
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2016年５月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

岩　

下　

笑え

み

か花
（
将
吾
・朱
美
）

木　

下　

和の

ど

か香
（
由
樹
・留
加
）

門　

田　

虎こ

は

く珀
（
伸
志
・
さ
ゆ
り
）

竹　

田　

怜れ

お央
（
秀
和
・京
子
）

飯　

塚　

さ　

な
（
哲
・
智
子
）

山　

下　

絢あ

や

か香
（
祐
一
郎
・
賢
美
）

外　

園　

莉り

こ心
（
博
和
・
く
る
み
）

宮　

川　

優ゆ

う

と人
（
啓
太
・
真
由
美
）

吉　

村　

成い

る

ま生
（
真
・
早
里
）

橋　

元　
　
　

澪み
お

（
諒
太
・夏
希
）

吉　

岡　

南み

な

み海
（
真
治
・由
希
）

山　

口　

稀き

い結
（
真
・
瑞
希
）

江　

口　

里り

い唯
（
洋
一
郎
・
由
里
）

永　

山　

昊こ

う

と斗
（
裕
成
・麻
衣
）

亀　

山　

心し
ん
げ
ん源
（
大
輔
・
あ
ゆ
み
）

川　

口　

士し

お

ん温
（
武
志
・由
香
）

山　

﨑　

陽ひ

な菜
（
康
隆
・
愛
）

竹　

添　

結ゆ

う

ら來
（
和
樹
・
ち
ひ
ろ
）

中　

山　

柊し
ゆ
う
せ
い晴
（
剣
磨
・久
美
）

矢　

野　

丈じ
よ
う
た
ろ
う

太
郎
（
到
・し
の
ぶ
）

末　

吉　

カ　

エ
（
寛
之
・千
晶
）

脇　
　
　

大だ

い

ち地
（
秀
司
・美
香
）

宮　

本　

弥や

え生
（
真
一
・夏
希
）

小　

野　

か
な
た
（
純
平
・ゆ
う
）

宮　

田　

悠ゆ

う

ま慎
（
朋
幸
・麻
衣
）

寺　

西　

こ
こ
ろ
（
克
巳
・冴
香
）

陳
ノ
内　

結ゆ

な愛
（
健
二
・
麻
千
子
）

本　

村　

悠ゆ

う宇
（
博
志
・寿
恵
）

若　

村　

結ゆ

づ

き月
（
康
弘
・
恵
）

萩　

尾　

里り

さ彩
（
達
也
・彩
夏
）

（
10
月
31
日
～
11
月
27
日
届
け
出
分
）

　
（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

田　

中　

文　

男
89
櫓

木

矢　

野　

恒　

雄
86
大

和

通　

山　
　
　

隼
72
愛
宕
下

石　

塚　

博　

教
29
松

尾

松　

園　

ミ
ツ
子
90
今

村

中　

嶋　

武　

光
73
沖

田

辻　

口　

六　

雄
66
ラ
ガ
ー
ル
出
水
団
地

池　

田　

利　

子
78
上
大
野
原（
出
水
）

増　

田　

義　

継
79
西
大
野
原（
出
水
）

石　

澤　

善　

光
84
渡
瀬
口

平　

田　

芳　

継
66
荘

上

下　

　

千　

歳
73
内
野
々
上

尾
野
島　
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市
社
会
福
祉
協
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へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ
の

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け
出
の

際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、
本
庁
総

合
政
策
課（
☎
�
４
１
２
０
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

１　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（金）

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64－8260
［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63－8300
［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73－3639
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054
［児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62－0167

２日（土）

［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62－0419
［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64－1500
［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73－1551
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

３日（日）

［当］ 出水眼科 眼科 春日町 ☎62－8350
［当］ 境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎67－2600
［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73－0553
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

10日（日）

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62－1559
［当］ 恒吉医院 消化・内科 大和 ☎82－0048
［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64－6100
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040
［児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633

11日（月）

［当］ クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎62－0241
［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎63－2333
［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72－0420
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

17日（日）

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62－8801
［当］ 野田診療所 内科 仮屋 ☎84－2023
［当］ 北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72－0016
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

24日（日）

［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63－7011
［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64－1187
［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72－0040
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040
［児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64－1500

31日（日）

［当］ 林泌尿器科クリニック 泌尿器科・内科 早馬 ☎64－8800
［当］ さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62－2311
［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73－3639
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 － 2023）午後 7 時〜同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 － 254 － 1186）午後 7 時〜同 11 時（毎日対応）



広報いずみ2016（平成28年）１月27

暮らしの情報暮らしの情報

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
１月11日

し お 歯 科 医 院 歯科 ☎67－5844 米ノ津駅通り
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62－8813 渡 瀬 口
ふ れ あ い 薬 局 ☎63－3070 平 良 馬 場

１月17日
石 沢 歯 科 医 院 歯科 ☎84－4411 天神（野田）
ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜 町
野 田 調 剤 薬 局 ☎84－2856 仮 屋

１月24日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2330 八幡（出水）
メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東 大 野 原

１月31日
よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79－3443 太 鼓 橋
マリン薬局米ノ津店 ☎67－5002 早 馬
さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千 本 付

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
１月１日 あかつき電化 ☎62－0650

携帯電話
（090－7397－7898）

樋 口 電 設 ☎85－5901

携帯電話
（090－7154－7490）

１月２日 三 和 住 設 ☎62－5114 ホクシン工建 ☎82－0612
１月３日 井手口電設 ☎62－0901 野 村 電 設 ☎82－3637

１月４日～10日 北 薩 設 備 ☎62－6011 桑野水道設備 ☎82－4385
１月11日～17日 第 一 産 業 ☎63－0708 中 畠 組 ☎82－0437
１月18日～24日 道 添 建 設 ☎62－3833 山﨑水道設備 ☎82－1600
１月25日～31日 川 島 工 建 ☎63－6685 福 井 組 ☎84－2534

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2015年11月１日〜同11月30日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 １件（±０） １件（±０） ０人（±０） ０人（±０） 183件（＋30） 97人（＋29）
2015年の累計 18件（＋９） 14件（＋９） ２人（±０） ２人（±０） 1,999件（＋101） 1,121人（＋151）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

１月の主な行事

１月１日
中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0020 町（高尾野）
フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六 月 田 中
Ｄ・Ｍ Ｌ 五 万 石 薬 局 ☎63－8800 野添（出水）

１月２日
中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0020 町（高尾野）
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

１月３日
田 畑 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0888 東 大 野 原
ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）

１月10日
徳 森 歯 科 医 院 歯科 ☎67－3608 元町（出水）
ト ク モ ト 薬 局 ☎62－0998 栄 町

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。

２日（土）▶ツル観察センター新春初舞（午前11時・ツル観察センター）
10日（日）▶消防出初式（午前８時40分・市多目的グラウンドおよび広瀬河原）
16日（土）▶すこやかな青少年を育む集い（午後１時・市文化会館および中央公民館小ホール）
21日（木）▶出水市女性大会（午後１時30分・市音楽ホール）



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部総合政策課
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-63-0680
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保7番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-82-2399
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-84-2078
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
の
サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

は
、「
噴
砂
ボ
ト
ル
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

地
震
に
よ
る
液
状
化
現
象
の
し

く
み
を
学
ん
だ
後
、
砂
の
中
に
埋

め
た
フ
イ
ル
ム
ケ
ー
ス
が
揺
れ
に

よ
り
浮
か
び
上
が
る
実
験
を
し
ま

し
た
。

　

も
う
一
つ
の
実
験
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
押
し
ピ
ン
と
砂
と

水
を
入
れ
、
側
面
を
棒
で
叩
く

と
、
沈
ん
で
見
え
な
か
っ
た
押

し
ピ
ン
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る

ボ
ト
ル
を
作
り
ま
し
た
。
振
動

だ
け
で
砂
の
中
に
あ
る
水
分
や

物
体
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
こ

と
に
驚
き
、
改
め
て
地
震
の
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　第 65 回「社会を明るくする運動」作文
コンテストで、県内の小・中学校 730 点の
応募の中から見事、県更生保護協会理事長
賞を受賞した、中里美月さん（野田中学校
２年）

「
噴
砂
ボ
ト
ル
」

　第 43 回県下ミニバスケットボール選手
権・女子の部で見事優勝した、西出水ミニ
バスケットボールチームの皆さん。同チー
ムは、県代表として九州大会、全国大会に
出場します。

　（一社）日本ターゲット・バードゴルフ
協会の第 13 回全日本選手権大会、女子ペ
アの部で、見事優勝した、福元トミさん（上
沖田自治会・写真左）、三角幸恵さん（今
村自治会・写真右）

　高齢者を中心とした地域貢献活動団体と
しての活動が評価され、元気高齢者チャレ
ンジ推進事業で県知事表彰された、上村西
自治会・元気サロン「んだもしたん」会の
皆さん。

　

高
尾
野
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
で

は
、
定
期
的
に
水
生
生
物
の
生
態
を
調

査
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
24
日
、
高
尾
野
川
に
沈
め
て
あ

る
石
倉
を
引
き
上
げ
、
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。中
に
入
っ
て
い
た
う
な
ぎ（
写

真
）
は
、
ヒ
レ
が
黒
い
こ
と
、
お
腹
が

銀
色
に
光
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
の

「
銀
ウ
ナ
ギ
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
だ
そ

う
で
す
。
７
～
８
年
ほ
ど
川
で
過
ご
し

て
銀
ウ
ナ
ギ
に
な
る
と
、
産
卵
の
た
め

海
に
向
か
い
ま
す
。
う
な
ぎ
は
、
日
本

か
ら
約
２
５
０
０
キ
ロ
㍍
も
離
れ
た
海

の
中
で
産
卵
す
る
そ
う
で
す
。
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○浦

『今月の問題』
春の七草のうちホトケノザの標準和
名は何でしょう
Ａ　コオニタビラコ
Ｂ　ハハコグサ
Ｃ　ハコベ

先月号のクイズと答え
ツル調査のために着けるカラーリング。中
国は何色でしょう。 答えはC　赤　でした。

☆　答えは来月号で。


